











対応した所属変化 4 群を定義した。所属変化 4 群と主要 5 因子性格検査との関連性を分析し，男女別・所属変化
4 群別の性格特性を示した。これら男女別の結果を検討し，専門学校の学校満足度改善のための性格的アプロー
チを提案した。


























































































































専門学校版 Q-U の学校満足度尺度 4 群（学校生活満
足群，非承認群，侵害認知・不安定群，学校生活不満
足群）と性別に対して，Big Five の各性格因子を目的



































本研究の調査対象は，A 専門学校に 201X 年度～
201X+3 年度に入学した学生 532 名（男：153 名，女：
379 名）である。A 専門学校は，2 年制 7 学科構成（文
系・理系の混在）からなる総合専門学校であり，学科・
学年ごとの学級担任制により運営されている。また，
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代別の標準化を行った（村上・村上，1999）。この
Big Five は，外向性，協調性，勤勉性，情緒安定性，




各調査年度に A 専門学校へ入学した 1 年生に対して，
5 月に第 1 回専門学校版 Q-U の学校満足度尺度の調査




Table 1 に A 専門学校の分析対象者について，年度
ごとの学級構成表を示す。また，5 月 Q-U 及び 11 月
Table 1　A 専門学校における各年度の学級構成表及びコンピュータ診断結果





満足群 非承認群 侵害認知群 不満足群
201X
A 27 3 30 5 月 親和的 55% 26% 6% 13%11 月 ゆるみ 48% 0% 23% 29%
B 3 6 9 5 月 診断なし 70% 20% 10% 0%11 月 診断なし 56% 11% 33% 0%
CD 7 16 23 5 月 親和的 69% 19% 4% 8%11 月 ゆるみ 58% 4% 23% 15%
E 3 9 12 5 月 かたさ 46% 23% 8% 23%11 月 親和的 67% 8% 0% 25%
F 19 19 5 月 親和的 64% 18% 0% 18%11 月 親和的 50% 14% 23% 14%
G 1 13 14 5 月 親和的 86% 7% 0% 7%11 月 親和的 86% 7% 0% 7%
H 4 16 20 5 月 親和的 70% 17% 0% 13%11 月 親和的 45% 30% 5% 20%
201X+1
B 11 9 20 5 月 荒れはじめ 43% 13% 9% 35%11 月 荒れはじめ 30% 13% 13% 43%
CD 7 14 21 5 月 荒れはじめ 59% 18% 14% 9%11 月 荒れはじめ 50% 5% 14% 32%
E 5 8 13 5 月 親和的 87% 0% 0% 13%11 月 親和的 75% 0% 19% 6%
F 7 7 5 月 診断なし 67% 0% 22% 11%11 月 診断なし 44% 11% 22% 22%
G 6 22 28 5 月 親和的 69% 21% 7% 3%11 月 親和的 79% 10% 0% 10%
H 2 23 25 5 月 荒れはじめ 52% 12% 12% 24%11 月 ゆるみ 50% 0% 19% 31%
201X+2
B 7 16 23 5 月 親和的 54% 17% 11% 17%11 月 親和的 57% 20% 9% 14%
C 10 10 5 月 親和的 67% 17% 8% 8%11 月 荒れはじめ 50% 17% 0% 33%
D 12 1 13 5 月 荒れはじめ 47% 6% 0% 47%11 月 ゆるみ 53% 0% 18% 29%
E 3 14 17 5 月 かたさ 48% 35% 4% 13%11 月 ゆるみ 43% 17% 26% 13%
F 9 9 5 月 親和的 67% 8% 8% 17%11 月 親和的 67% 0% 0% 33%
G 1 12 13 5 月 親和的 64% 14% 0% 23%11 月 荒れはじめ 64% 0% 5% 32%
H 12 12 5 月 親和的 79% 7% 14% 0%11 月 親和的 64% 21% 7% 7%
201X+3
B 3 6 9 5 月 荒れはじめ 57% 14% 14% 14%11 月 かたさ 50% 21% 7% 21%
C 1 8 9 5 月 親和的 79% 7% 7% 7%11 月 親和的 79% 7% 7% 7%
D 13 6 19 5 月 親和的 42% 32% 16% 11%11 月 親和的 53% 11% 16% 21%
F 12 12 5 月 親和的 64% 29% 0% 7%11 月 かたさ 25% 42% 17% 17%
G 1 23 24 5 月 親和的 57% 11% 14% 18%11 月 かたさ 50% 21% 14% 14%
H 3 19 22 5 月 親和的 91% 4% 4% 0%11 月 親和的 70% 0% 0% 30%









村上ら（1999）は，自ら開発した Big Five の世代別
標準化の過程において，青年期の知性の素点データに
男女差があることを報告している。そこで，A 専門学
校生の Big Five の素点データについても，男女別の平
均値差があるのか t 検定を行った。その結果を Table 




男性：外向性 0.85，協調性 0.66，勤勉性 0.77，
情緒安定性 0.85，知性 0.77

























Table 3 は，学校満足度尺度 4 群に所属する男女人
数をクロス集計したものである。また，Table 3 左表は，
5 月 Q-U のクロス集計表であり，Table 3 右表は，11
月 Q-U のクロス集計表である。
Table 3 左表（5 月 Q-U）について，χ2 検定を行っ
たところ，男女差は有意となった（χ2=15.6, df=3, 
p<.01）。そこで，残差分析により有意差を確認すると，
Table 2　男女における Big Five の平均値の比較（t 検定結果）
男性（n=120） 女性（n=313）
性格因子 平均 σ 平均 σ t 値 効果量（d）
外向性 4.48 （3.50） 6.13 （3.85） 4.08** 0.44
協調性 8.73 （2.33） 9.50 （2.30） 3.12** 0.34
勤勉性 5.83 （3.10） 6.16 （3.19） n.s.
情緒安定性 5.02 （3.51） 5.45 （3.39） n.s.
知性 3.91 （2.95） 3.56 （2.65） n.s.
**p<.01
Table 3　学校満足度尺度 4 群におけるクロス集計表（左表：5 月 Q-U，右表：11 月 Q-U）
実施時期：5 月 Q-U
所属群 男性 女性 計
満足群 n 59 212 271
比率 49.2 % 67.7 % 62.6 %
残差 -3.57 *** 3.57 ***
非承認群 n 21 46 67
比率 17.5％ 14.7％ 15.5％
残差 0.72 -0.72
侵害認知群 n 12 20 32
比率 10.0％ 6.4％ 7.4％
残差 1.29 -1.29
不満足群 n 28 35 63
比率 23.3％ 11.2％ 14.5％
残差 3.21 ** -3.21 **




所属群 男性 女性 計
満足群 n 59 193 252
比率 49.2 % 61.7 % 58.2 %
残差 -2.36 * 2.36 *
非承認群 n 8 39 47
比率 6.7％ 12.5％ 10.9％
残差 -1.73 1.73
侵害認知群 n 19 30 49
比率 15.8％ 9.6％ 11.3％
残差 1.84 -1.84
不満足群 n 34 51 85
比率 28.3％ 16.3％ 19.6％
残差 2.82 ** -2.82 **
計 120 313 433
検定 : x2（3）=14.4，p<.01
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また，Table 3 右表（11 月 Q-U）について，χ2 検定
を行ったところ，男女差は有意となった（χ2=14.4, 
df=3, p<.01）。そこで，残差分析により有意差を確認














Table 4 について，χ2 検定を行ったところ，所属群
差は有意となった。そこで残差分析により有意差を確
認すると，男性では，5 月 Q-U で満足群であった者は，
11 月 Q-U で満足群になった者が多く（p<.001），その
他群になった者は少ない（p<.001）。5 月 Q-U でその
他群であった者は，11 月 Q-U で満足群になった者は
少なく（p<.001），その他群になった者が多い（p<.001）。
次に Table 5 について，χ2 乗検定を行ったところ，
所属群差は有意となった。そこで残差分析により有意
差を確認すると，女性では，5 月 Q-U で満足群であっ
た者は，11 月 Q-U で満足群になった者が多く（p<.001），
その他群になった者は少ない（p<.001）。5 月 Q-U で




した者は少なかった。さらに，11 月 Q-U において男
性の満足群が 49.2％（59/120），女性の満足群が 61.7
％（193/313）に留まった。
4．学校満足度尺度（5 月 Q-U）と Big Five との関連
性分析
学校満足度尺度（5 月 Q-U）と Big Five との相関行
列を Table 6 に示す。Table 6 のハイフン記号を境にし
Table 4　所属群の変化に関するクロス集計表（男性）
11 月 Q-U
実施時期 所属群 満足群 その他群 計
5 月 Q-U 満足群 n 44 15 59
比率 74.6％ 24.6％ 49.2％
残差 5.48 *** -5.48 ***
その他群 n 15 46 61
比率 25.4％ 75.4％ 50.8％
残差 -5.48 *** 5.48 ***





実施時期 所属群 満足群 その他群 計
5 月 Q-U 満足群 n 168 44 212
比率 87.0％ 36.7％ 67.7％
残差 9.27 *** -9.27 ***
その他群 n 25 76 101
比率 13.0％ 63.3％ 32.3％
残差 -9.27 *** 9.27 ***
計 193 120 313
検定 : x2（1）=85.9，p<.001
残差 : 調整済み標準化残差，***p<.001
Table 6　学校満足度尺度（5 月 Q-U）と Big Five との相関行列




外向性 － 0.29** 0.26** 0.32** 0.57** -0.23**
協調性 0.26* － 0.35** 0.20** 0.45** -0.29**
勤勉性 0.21* － 0.35**
情緒安定性 0.29** 0.26** － 0.23** 0.25** -0.28**
知性 0.29** 0.32** － 0.29**
承認点 0.51** 0.33** 0.22* 0.27** 0.34** － -0.44**







































均値よりも低い群（f 性格因子下位群）の 5 月 Q-U プ





























† p<.10, *p<.05, **p<.01
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5．実施時期による学校満足度尺度 4 群の所属変化と
Big Five との分散分析




5 月 Q-U と 11 月 Q-U の所属群が，両方とも満足
群内であった者。
（B）改善群

















分析対象者は男性 118 名，女性 309 名となった。



















Table 8　所属変化 4 群における Big Five の偏差値（T 得点）の 1 要因分散分析（上表 : 男性，下表 : 女性）
性別 性格因子
所属変化群名
F 値 多重比較A 満足不動群 B 改善群 C 悪化群 D その他不動群
平均 σ 平均 σ 平均 σ 平均 σ
男性 外向性 54.2（8.6） 51.9（9.4） 49.9（10.2） 42.6（8.2） 10.81** A>D**,B>D**,C>D*
協調性 52.1（9.4） 50.4（9.6） 47.3（9.4） 49.2（11.3） 1.29
勤勉性 52.3（10.8） 46.7（8.6） 51.3（9.6） 47.8（9.0） 2.19
情緒安定性 52.9（9.3） 50.5（10.5） 51.3（10.0） 45.0（8.9） 4.46** A>D**
知性 51.3（9.6） 49.6（10.2） 50.1（9.9） 48.8（10.8） 0.42
n 44 19 23 32 計 118 自由度（3,117）
人数比率 37.3% 16.1% 19.5% 27.1%
女性 外向性 53.6（9.0） 44.6（9.4） 46.6（8.8） 45.7（10.3） 18.65** A>B**,A>C**,A>D**
協調性 53.5（9.4） 45.3（9.3） 48.0（9.0） 43.3（8.6） 20.55** A>B**,A>C**,A>D**,C>D*
勤勉性 51.3（10.0） 49.8（8.9） 49.5（10.1） 46.2（9.5） 3.45* A>D**
情緒安定性 52.4（9.6） 46.4（8.0） 49.2（10.6） 45.2（9.5） 9.23** A>B**,A>D**
知性 51.1（9.5） 49.0（9.9） 49.4（10.7） 48.1（10.6） 1.47
n 168 32 61 48 計 309 自由度（3,308）
人数比率 54.4% 10.4% 19.7% 15.5%
**p<.01，*p<.05
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果の解釈容易性を高めるため，Figure 3 及び Figure 4
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へ変化させることができたと報告している。しかし，
A 専門学校では，学校経営目標として，5 月 Q-U の結
果を十分に活用できなかったと考えられる。その背景








（4）学校満足度尺度（5 月 Q-U）と Big Five との相
関分析を行った。その結果，男性の承認点は，Big 




























































































































































践 : Q-U の承認得点の推移による分析（学校心理
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YG 性格検査の安定性と変動性 : 約 10 年後の縦断
的研究（平成 19 年度学長特別共同プロジェクト
研究報告書）　順天堂医学，54，527-528．
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Personality Approach for Improving School Satisfaction of Vocational Schools：
Relevance Analysis between Big Five and the School Satisfaction Scale of Vocational School 
Version Q-U
Takuya　Katase（Seisen　Jogakuin　College）
In recent years, vocational schools have been taken up by the Ministry of Education university system reform, and 
attention is gaining attention. Among them, research that improves school satisfaction of vocational schools from student's 
class adjustment point of view may have been overlooked until now. The purpose of this study is to clarify the influence of 
personality traits on school satisfaction by gender analyzing the relevance between school satisfaction scale of vocational 
school version Q-U and Big Five. Then, based on the results by gender, it is to propose personality approaches to improve 
school satisfaction. As a result of analyzing the relevance, man's Extraversion, Emotional Stability, women's Extraversion, 
Agreeableness, Emotional Stability mainly affected school satisfaction. Then, I defined change 4 groups against time 
changing of school satisfaction 4 groups. As a result of analyzing the relevance between Big Five and change 4 groups, it 
showed personality traits about the gender and change 4 groups. I examined these results by gender, and proposed personality 
approaches to improving school satisfaction of vocational schools.
Keywords: vocational school version Q-U, Big Five, school satisfaction, class adjustment, personality traits
